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『毎
まい
日
にち
の聞

き
きとり』シリーズの新

あたら
しい教

きょう
材
ざい

『中
ちゅう
上
じょう
級
きゅう
日
に
本
ほん
語
ご
音
おん
声
せい
教
きょう
材
ざい
　毎

まい
日
にち
の聞

き
きとり plus40 上

じょう
巻
かん
・下

げ
巻
かん
』

　この教
きょう
材
ざい
は、初

しょ
級
きゅう
と中

ちゅう
級
きゅう
の「毎

まい
日
にち
の聞

き
きとり

50日
にち
」に続

つづ
く、新

あたら
しい教

きょう
材
ざい
です。練

れん
習
しゅう
問
もん
題
だい
があ

る本
ほん
冊
さつ
と、ＣＤ、音

おん
声
せい
のスクリプトと解

かい
答
とう
例
れい
が

ある別
べっ
冊
さつ
で構

こう
成
せい
されています。内

ない
容
よう
は、比

ひ
較
かく
的
てき

易
やさ
しいものから順

じゅん
番
ばん
に、上

じょう
巻
かん
（１課

か
～20課

か
）、下

げ

巻
かん
（21課

か
～40課

か
）の２分

ぶん
冊
さつ
になっています。後

こう
半
はん

に比
ひ
較
かく
的
てき
長
なが
く難

むずか
しい問

もん
題
だい
があり、中

ちゅう
級
きゅう
から上

じょう
級
きゅう

への橋
はし
渡
わた
しを意

い
識
しき
して作

つく
られている点

てん
が、この

教
きょう
材
ざい
の特

とく
徴
ちょう
です。

▽日
に
本
ほん
の文

ぶん
化
か
から現

げん
代
だい
事
じ
情
じょう
まで、

　楽
たの
しいトピックが満

まん
載
さい

　新
しん
聞
ぶん
やニュースに取

と
り上

あ
げられた現

げん
代
だい
日
に
本
ほん

の一
いち
面
めん
を表

あらわ
す40のトピックが取

と
り上

あ
げられてい

ます。練
れん
習
しゅう
を進
すす
めるうちに、日

に
本
ほん
の生

せい
活
かつ
でよく

使
つか
われている言

こと
葉
ば
や表

ひょう
現
げん
を学

まな
ぶことができると

ともに、日
に
本
ほん
や日

に
本
ほん
人
じん
についての知

ち
識
しき
も得

え
られ

ます。例
たと
えば、上

じょう
巻
かん
では、日

に
本
ほん
的
てき
な「風

ふ
呂
ろ
敷
しき
」を

トピックにした課
か
や、日

に
本
ほん
の子

こ
供
ども
の遊

あそ
びに関

かん
連
れん

した「じゃんけん」「だるまさんがころんだ」など

をトピックにした課
か
があります。下

げ
巻
かん
では、現

げん

代
だい
日
に
本
ほん
事
じ
情
じょう
に関

かん
連
れん
した、「結

けっ
婚
こん
するなら年

とし
上
うえ
？

年
とし
下
した
？」「睡

すい
眠
みん
不
ぶ
足
そく
じゃありませんか」などをト

ピックとした課
か
があり、新

しん
聞
ぶん
に掲

けい
載
さい
されたグラ

フやデータなどを見
み
ながら、聞

き
きとり練

れん
習
しゅう
がで

きるようになっています。　

▽総
そう
合
ごう
的
てき
な日

に
本
ほん
語
ご
力
りょく
を高

たか
めることを

　目
もく
標
ひょう
とした「音

おん
声
せい
言
げん
語
ご
教
きょう
材
ざい
」

　この教
きょう
材
ざい
は、「聞

き
きとり」に焦

しょう
点
てん
をあてて作

さく
成
せい

されたものですが、「聞
き
きとり」を通

つう
じて、総

そう
合
ごう

的
てき
な日

に
本
ほん
語
ご
力
りょく
を高
たか
めることができるように工

く
夫
ふう

されています。１課
か
は、「イラスト」「聞

き
くまえ

に」「ことば」「聞
き
きましょう」「聞

き
いたあとで」で

構
こう
成
せい
されています。まず、「イラスト」でこれか

ら聞
き
く話

はなし
に対

たい
するイメージをふくらませ、「聞

き

くまえに」「ことば」で、その課
か
で扱

あつか
う話

わ
題
だい
の背
はい

景
けい
知
ち
識
しき
や関

かん
連
れん
語
ご
彙
い
を取

と
り上

あ
げて、聞

き
く準

じゅん
備
び
をし

ます。そして、「聞
き
きましょう」で、ＣＤを聞

き
き

ながら問
もん
題
だい
に答

こた
えます。Ⅰ、Ⅱの２種

しゅ
類
るい
の問

もん
題
だい

があり、Ⅰは、聞
き
きとりの方

ほう
策
さく
（ストラテジー）

を身
み
につけることを目

もく
的
てき
とした練

れん
習
しゅう
です。Ⅱは、

内
ない
容
よう
を正
せい
確
かく
に、深

ふか
く理

り
解
かい
できるように、聞

き
き直
なお

しながら行
おこな
う練

れん
習
しゅう
です。「聞

き
いたあとで」には、

その話
わ
題
だい
についての知

ち
識
しき
や内

ない
容
よう
を深

ふか
めるための

「読
よ
み物

もの
」や「一

ひと
口
くち
メモ」、学

がく
習
しゅう
した言

こと
葉
ば
を使
つか
える

ようにするための「ことばの練
れん
習
しゅう
」、日

に
本
ほん
語
ご
の音
おん

声
せい
的
てき
な特
とく
徴
ちょう
をとらえ、聞

き
くコツをつかむための

「聞
き
きとりのヒント」があります。これらをうま

く組
く
み合

あ
わせて、学

がく
習
しゅう
者
しゃ
のニーズに合

あ
った活

かつ
用
よう

方
ほう
法
ほう
を考

かんが
えたいものです。
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　「日
に
本
ほん
語
ご
の教

きょう
材
ざい
や図

と
書
しょ
に関

かん
する新

あたら
しい情

じょう
報
ほう
がほしい」という海

かい
外
がい
の先

せん
生
せい
方
がた
の声

こえ
をよく

聞
き
きます。このコーナーでは、最

さい
近
きん
出
しゅっ
版
ぱん
された日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
材
ざい
や参
さん
考
こう
書
しょ
を中

ちゅう
心
しん
に紹

しょう
介
かい
してい

きます。誌
し
面
めん
の制

せい
約
やく
上
じょう
、一

いっ
回
かい
に多

おお
くの本

ほん
を紹

しょう
介
かい
できませんが、「海

かい
外
がい
の先

せん
生
せい
にとって使

つか

いやすい教
きょう
材
ざい
」「授

じゅ
業
ぎょう
や研

けん
究
きゅう
の役

やく
に立

た
つ本

ほん
」、また、「知

し
っていると便

べん
利
り
な図

と
書
しょ
・資

し
料
りょう
」

などを取
と
り上

あ
げます。
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　本
ほん
書
しょ
は、「『授

じゅ
業
ぎょう
中
ちゅう
に楽
たの
しい会

かい
話
わ
が生

う
まれるき

っかけとなるイラスト』を目
め
指
ざ
し」、作

さく
成
せい
された

初
しょ
級
きゅう
用
よう
の補

ほ
助
じょ
教
きょう
材
ざい
です。

　内
ない
容
よう
は、語

ご
彙
い
と文

ぶん
型
けい
の「導

どう
入
にゅう
」、語

ご
彙
い
と文
ぶん
型
けい
の

定
てい
着
ちゃく
を目

め
指
ざ
す「練

れん
習
しゅう
」、発

はっ
展
てん
の活
かつ
動
どう
のための「応

おう

用
よう
」、６～７課

か
ごとに行

おこな
う「復

ふく
習
しゅう
」の４種

しゅ
類
るい
のイ

ラスト、計
けい
88枚

まい
と、別

べっ
冊
さつ
の「解

かい
説
せつ
」から構

こう
成
せい
され

ています。イラストの各
かく
ページは切

き
り離
はな
して使

つか

えるように切
き
り取

と
り線

せん
が入

はい
っています。「解

かい
説
せつ
」

には各
かく
イラストについて以

い
下
か
の項
こう
目
もく
がまとめら

れているので、本
ほん
書
しょ
が準

じゅん
拠
きょ
している『みんなの

日
に
本
ほん
語
ご
初
しょ
級
きゅう
Ⅰ』以

い
外
がい
の教

きょう
材
ざい
で学
がく
習
しゅう
している学

がく
習
しゅう

者
しゃ
にも利

り
用
よう
できます。特

とく
に、簡

かん
潔
けつ
で具

ぐ
体
たい
的
てき
な活

かつ

動
どう
例
れい
は教

きょう
師
し
の参
さん
考
こう
になるでしょう。

　　学
がく
習
しゅう
項
こう
目
もく
／ 学
がく
習
しゅう
目
もく
標
ひょう
：

文
ぶん
型
けい
や語

ご
彙
い
／活
かつ
動
どう
の目

もく
標
ひょう

　　内
ない
　　容

よう
：イラストの説

せつ
明
めい

　　活
かつ
　　動

どう
： イラスト使

し
用
よう
例
れい
とその例

れい
文
ぶん
やモ

デル会
かい
話
わ

　　参
さん
　　考

こう
：補

ほ
足
そく
説
せつ
明
めい
など

　　追
つい
加
か
語
ご
彙
い
： 準

じゅん
拠
きょ
教
きょう
材
ざい
に加

くわ
えて導

どう
入
にゅう
が必

ひつ
要
よう
な

語
ご
彙
い

　視
し
覚
かく
的
てき
な素

そ
材
ざい
は外

がい
国
こく
語
ご
の学

がく
習
しゅう
でよく利

り
用
よう
され

ますが、本
ほん
書
しょ
では視

し
覚
かく
素
そ
材
ざい
の可

か
能
のう
性
せい
を生

い
かし、

楽
たの
しく印

いん
象
しょう
的
てき
なイラストで新

あたら
しい語

ご
彙
い
や文

ぶん
型
けい
の

理
り
解
かい
や記

き
憶
おく
を助
たす
けるものや、会

かい
話
わ
の展

てん
開
かい
を示
しめ
し

たり、場
ば
面
めん
設
せっ
定
てい
を明

めい
確
かく
にしたりするものなど、

さまざまです。「解
かい
説
せつ
」で紹

しょう
介
かい
されている活

かつ
動
どう
も、

日
にち
常
じょう
生
せい
活
かつ
ですぐ役

やく
立
だ
つ場

ば
面
めん
設
せっ
定
てい
のものから、日

に

本
ほん
事
じ
情
じょう
や異

い
文
ぶん
化
か
理
り
解
かい
につながるものまで種

しゅ
類
るい
が

豊
ほう
富
ふ
です。

　また、二
に
次
じ
的
てき
な利

り
用
よう
法
ほう
としてですが、たとえ

ば、83ページは

どんな文
ぶん
型
けい
の導

どう

入
にゅう
に使

つか
えるか等

とう

を教
きょう
師
し
の勉

べん
強
きょう
会
かい

などで話
はな
し合

あ
う

という使
つか
い方

かた
も

できます。
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bB5判
ばん
90ページ n2,310円

えん
 m別

べっ
冊
さつ
解
かい
説
せつ
付
つ
き

　皆
みな
さんがふだん使

つか
っている言

げん
語
ご
では、親

した
しい

友
とも
だちと話

はな
すときと目

め
上
うえ
の人

ひと
と話
はな
すときとでは

言
い
い方

かた
に違

ちが
いがありますか。また、同

おな
じ相
あい
手
て
と

話
はな
すときでも、お願

ねが
いをするときとけんかをす

るときとではどうでしょうか。日
に
本
ほん
語
ご
では、話

はな

す相
あい
手
て
や内

ない
容
よう
によって言

い
い方

かた
を変

か
えるのが普

ふ
通
つう

です。この「相
あい
手
て
、内

ない
容
よう
、場

ば
面
めん
・状

じょう
況
きょう
などを考

こう

慮
りょ
した表

ひょう
現
げん
」のことを待

たい
遇
ぐう
表
ひょう
現
げん
といいます。待

たい

遇
ぐう
表
ひょう
現
げん
は日

に
本
ほん
語
ご
母
ぼ
語
ご
話
わ
者
しゃ
でも間

ま
違
ちが
えることがあ

るので、日
に
本
ほん
語
ご
を学

がく
習
しゅう
する人

ひと
が、「難

むずか
しい、わ

からない」と思
おも
うのも無

む
理
り
はありません。本

ほん
書
しょ

は日
に
本
ほん
語
ご
の基

き
本
ほん
的
てき
な文

ぶん
法
ぽう
は身

み
につけている人

ひと
が、

さらに発
はっ
展
てん
して「相

あい
手
て
、内

ない
容
よう
、場

ば
面
めん
・状

じょう
況
きょう
など

を考
こう
慮
りょ
した」適

てき
切
せつ
な言

い
い方

かた
を理

り
解
かい
するのに役

やく
立
だ

つ問
もん
題
だい
集
しゅう
です。内

ない
容
よう
は敬
けい
語
ご
が中

ちゅう
心
しん
ですが、親

した
し

い人
ひと
と話

はな
すときに使

つか
われる表

ひょう
現
げん
も含
ふく
まれていま

す。

　本
ほん
書
しょ
の構
こう
成
せい
は大
おお
きくⅠ．待

たい
遇
ぐう
表
ひょう
現
げん
と敬

けい
語
ご
、Ⅱ．

様
さま
々
ざま
な表

ひょう
現
げん
と使

つか
い方

かた
、Ⅲ．待

たい
遇
ぐう
表
ひょう
現
げん
が用

もち
いられ

る場
ば
面
めん
､の３つに分

わ
かれています。Ⅰ．は本

ほん
書
しょ
を

読
よ
み進

すす
めるのに必

ひつ
要
よう
な言

こと
葉
ば
や知

ち
識
しき
を確

かく
認
にん
し待

たい

遇
ぐう
表
ひょう
現
げん
とはどんなものかを理

り
解
かい
するための章

しょう
、

Ⅱ．は練
れん
習
しゅう
問
もん
題
だい
を解

と
きながら文

ぶん
法
ぽう
や文

ぶん
型
けい
の再

さい
整
せい

理
り
をする章

しょう
、最
さい
後
ご
のⅢ．は言

こと
葉
ば
の機

き
能
のう
に注

ちゅう
目
もく
し、

場
ば
面
めん
別
べつ
に正
ただ
しい待

たい
遇
ぐう
表
ひょう
現
げん
を学

まな
ぶ章

しょう
になっていま

す。どの章
しょう
も、〈ａ．ウォームアップ〉、〈ｂ．本

ほん

文
ぶん
、〉〈ｃ．総

そう
合
ごう

演
えん
習
しゅう
〉、〈ｄ．ち

ょっと一
ひと
息
いき
〉と

いう流
なが
れで書

か
か

れており、〈ｃ．

の総
そう
合
ごう
演
えん
習
しゅう
〉ま

で進
すす
むのが一

いっ
般
ぱん

的
てき
な使

つか
い方

かた
です

が、日
に
本
ほん
語
ご
の先

せん

生
せい
や余

よ
力
りょく
がある

学
がく
習
しゅう
者
しゃ
は〈ｂ．

本文〉にある★

のついている項
こう

目
もく
や〈ｄ．ちょ

っと一
ひと
息
いき
〉の発

はっ
展
てん

問
もん
題
だい
まで進

すす
んでく

ださい。

　適
てき
切
せつ
な待

たい
遇
ぐう
表
ひょう
現
げん

を使
つか
うことは、よ

りよい人
にん
間
げん
関
かん
係
けい
を

作
つく
る助

たす
けになります。本

ほん
書
しょ
の学
がく
習
しゅう
を終

お
えたら、

今
こん
度
ど
は実
じっ
際
さい
に使

つか
ってみるといいでしょう。
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冊
さつ
解
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答
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つ
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楽
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活
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動
どう
のためのイラスト集

しゅう

『みんなの日
に
本
ほん
語
ご
初
しょ
級
きゅう
Ⅰ　導

どう
入
にゅう
・練

れん
習
しゅう
イラスト集

しゅう
』

適
てき
切
せつ
な待

たい
遇
ぐう
表
ひょう
現
げん
の使

つか
い方

かた
が身

み
につく

『日
に
本
ほん
語
ご
文
ぶん
法
ぽう
演
えん
習
しゅう
　敬

けい
語
ご
を中

ちゅう
心
しん
とした対

たい
人
じん
関
かん
係
けい
の表

ひょう
現
げん
－待

たい
遇
ぐう
表
ひょう
現
げん
－』

新
しん
刊
かん
教
きょう
材
ざい
・図

と
書
しょ
紹
しょう
介
かい
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　この本
ほん
は、自

じ
分
ぶん
の日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
への関

かか
わり方

かた
や、

日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
のあり方

かた
に疑

ぎ
問
もん
を感
かん
じている人

ひと
、あ

るいは仲
なか
間
ま
と共

とも
にもう一

いち
度
ど
教
きょう
育
いく
自
じ
体
たい
について考

かんが

え直
なお
したいと思

おも
う人

ひと
に、大

おお
きな刺

し
激
げき
とヒントを

与
あた
える本

ほん
です。

　著
ちょ
者
しゃ
達
たち
は、日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
を「日

に

本
ほん
語
ご
運
うん
用
よう
力
りょく
を高

たか
めることをめざ

す」ものではなく、「学
がく
習
しゅう
者
しゃ
や教

きょう

師
し
の人

にん
間
げん
性
せい
を重

じゅう
視
し
しその成

せい
長
ちょう
を

めざす」ものととらえています。

「うまく教
おし
えることが本

ほん
当
とう
に良

よ

いことか？」「学
がく
習
しゅう
は教

きょう
師
し
が考

かんが
え

るような枠
わく
組
ぐ
みで常

つね
に進

すす
むよう

なものではなく、個
こ
性
せい
的
てき
なもの

である」という、新
しん
鮮
せん
で本

ほん
質
しつ
的
てき

な問
と
いかけや提

てい
言
げん
が、実

じっ
践
せん
報
ほう
告
こく

や議
ぎ
論
ろん
・提

てい
案
あん
の中

なか
に見

み
られます。

　14人
にん
の著
ちょ
者
しゃ
達
たち
は、日

に
本
ほん
のさまざまな現

げん
場
ば
で日

に

本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
に携

たずさ
わる日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
師
し
です。取

と
り上

あ
げら

れる話
わ
題
だい
も日

に
本
ほん
国
こく
内
ない
の事

じ
情
じょう
が背
はい
景
けい
となっていま

すが、世
せ
界
かい
各
かっ
国
こく
で日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
に携

たずさ
わる人

ひと
にとっ

ても、社
しゃ
会
かい
や世

せ
界
かい
の情

じょう
勢
せい
に日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
がどのよ

うに関
かか
わるべきかを考

かんが
えるきっかけを与

あた
えてく

れます。

　第
だい
一
いち
部
ぶ
では「人

にん
間
げん
主
しゅ
義
ぎ
の日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
」につい

て具
ぐ
体
たい
的
てき
に紹

しょう
介
かい
し、学

がく
習
しゅう
者
しゃ
の個

こ
性
せい
を生

い
かす日

に
本
ほん

語
ご
教
きょう
育
いく
について述

の
べています。

　第
だい
二
に
部
ぶ
から四

よん
部
ぶ
では、地

ち
域
いき
社
しゃ
会
かい
・児

じ
童
どう
生
せい
徒
と
・

留
りゅう
学
がく
生
せい
対
たい
象
しょう
の日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
の実

じっ
践
せん
例
れい
を紹

しょう
介
かい
し、提

てい

案
あん
を行

おこな
っています。

　最
さい
終
しゅう
章
しょう
では、本

ほん

通
つう
信
しん
第
だい
46号

ごう
で「状

じょう

況
きょう
的
てき
学
がく
習
しゅう
論
ろん
」を紹

しょう

介
かい
した西

にし
口
ぐち
光
こう
一
いち
氏
し
が、バフチンとオングの言

げん
語
ご

論
ろん
を、新

あら
たな日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
を考

かんが
える拠

よ
り所

どころ
として

紹
しょう
介
かい
しています。

　この本
ほん
が議

ぎ
論
ろん
の種

たね
となり、日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
観
かん
を根
こん

本
ぽん
から考

かんが
え直

なお
すきっかけとなることを、著

ちょ
者
しゃ
達
たち

は意
い
図
と
しています。

　勉
べん
強
きょう
会
かい
や読

どく
書
しょ
会
かい
などで取

と
り上

あ
げるには、巻

かん
末
まつ

の座
ざ
談
だん
会
かい
もよい材

ざい
料
りょう
となるでしょう。

●データ●

　これは、初
はじ
めて言

げん
語
ご
学
がく
を勉

べん
強
きょう
する日

に
本
ほん
の大

だい
学
がく

生
せい
を主

おも
な対

たい
象
しょう
として書

か
かれた本

ほん
です。言

げん
語
ご
、こと

ばというものがいかに身
み
近
ぢか
なものであり、さら

にいかに深
ふか
く社

しゃ
会
かい
や文

ぶん
化
か
と結

むす
びついているかと

いう点
てん
について、専

せん
門
もん
的
てき
な用

よう
語
ご
になれていない

人
ひと
にもわかりやすく解

かい
説
せつ
されています。各

かく
章
しょう
に

はそこで紹
しょう
介
かい
された概

がい
念
ねん
についてさらに詳

くわ
しく

知
し
るための参

さん
考
こう
文
ぶん
献
けん
一
いち
覧
らん
や、内

ない
容
よう
について考

かんが
え

てみるための問
もん
題
だい
がついています。

　この本
ほん
の特

とく
徴
ちょう
は、言

げん
語
ご
学
がく
の基

き
本
ほん
的
てき
な概

がい
念
ねん
を、

特
とく
に、社

しゃ
会
かい
・文

ぶん
化
か
と言

げん
語
ご
との関

かか
わりに関

かん
して幅

はば

広
ひろ
く解

かい
説
せつ
している点

てん
です。言

げん
語
ご
を形

かたち
作
づく
る要
よう
素
そ
の

確
かく
認
にん
から、敬

けい
語
ご
などの言

げん
語
ご
運
うん
用
よう
に関

かん
する問

もん
題
だい
、地
ち

域
いき
方
ほう
言
げん
や若
わか
者
もの
言
こと
葉
ば
などの社

しゃ
会
かい
的
てき
な問

もん
題
だい
、そして、

アイデンティティやジェンダーといった人
にん
間
げん
存
そん

在
ざい
や政
せい
治
じ
に関
かか
わる問

もん
題
だい
まで広

ひろ
く概

がい
観
かん
することが

できます。

　単
たん
に言
げん
語
ご
学
がく
に興

きょう
味
み
のある人

ひと
だけでなく広

ひろ
く日

に

本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
に携

たずさ
わる人

ひと
にとって重

じゅう
要
よう
な概

がい
念
ねん
にも触

ふ

れています。特
とく
に、「言

げん
語
ご
運
うん
用
よう
能
のう
力
りょく
」「アコモデー

ション理
り
論
ろん
」「バイリンガリズム」についての

章
しょう
は参

さん
考
こう
になるでしょう。ま

た、「ら抜
ぬ
き言

こと
葉
ば
」などのこ

とばの変
へん
化
か
についても、その

ような変
へん
化
か
の原

げん
因
いん
や、それに

対
たい
する様

さま
々
ざま
な見

み
方
かた
が紹

しょう
介
かい
され

ており、ことばの変
へん
化
か
を日

に

本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
にどう反

はん
映
えい
させるか

考
かんが
える上

うえ
で参

さん
考
こう
になるでしょ

う。

　各
かく
章
しょう
では、実

じっ
際
さい
に使

つか
われて

いることばの例
れい
が多

た
数
すう
あがっ

ています。ほとんどが、最
さい
近
きん

の日
に
本
ほん
語
ご
の状

じょう
況
きょう
を非

ひ

常
じょう
によく伝

つた
えている

ので、かえって海
かい
外
がい

で読
よ
む人

ひと
にはわかり

にくいかもしれませ

んが、現
げん
在
ざい
の日

に
本
ほん
で

のことばのとらえ方
かた
を知

し
るための材

ざい
料
りょう
になると

思
おも
います。
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